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 令和元年度は、総じて防除・防疫の年であったと思います。まず、ツマジロクサヨト

ウが国内で初めて発生が確認され、サツマイモ基腐病による紅芋の減産、１月は特定家

畜伝染病である豚熱（CSF）がうるま市及び沖縄市で発生し 12,000 頭余りの豚が殺処分

されました。またミバエ類の誘殺頭数も過去最大、さらに現在、新型コロナウィルスの

影響により花き類の販売が低調となる等、グローバル化による交流人口の増加や物流の

発達により、様々な感染症や生物の侵入による農林水産業のリスクは大きくなっており

ます。 

市町村、関係者各位におかれましては、防除・防疫に関する最大限のご協力をいただ

き感謝申し上げますとともに養豚業をはじめとする多大なる損失に関しお見舞い申し上

げます。先の見えない厳しい条件下で多くの生産者が農業経営を余儀なくされているこ

とに大変な危機感を覚えます。農林水産部を挙げて再建支援に尽力して参りますので、

新型コロナ対策と併せて関係者の皆様へは引き続きご支援・ご協力をよろしくお願いし

ます。 

当普及センターにおいては、農業経営の安定、担い手の確保に向け「沖縄 21世紀農林

水産業振興計画」や「沖縄県協同農業普及事業実施方針」に基づき、今年度より新たな

普及指導基本計画（３年計画）、及び普及指導計画を策定し重点課題に取り組みます。 

職員一同、全力を挙げて取り組みます。この逆境を共に乗り越えていきましょう。 

（ 所長 島袋 律子 ） 

 
地域調整：座波 幸司 

担  い  手：新城 孝始 屋良 久美子  

農業経営：比嘉 久美子 
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１． 募集要領：受講料は無料です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２．講座日程：新型コロナウイルスの感染状況により日程変更や中止があった場合、 

普及センターホームページまたはメールにてお知らせします。 
 

○基礎コースカリキュラム 

 
 

○専門コースカリキュラム 

令和元年度講座開催状況 

 

（ 普及企画班 新城 孝始 ） 

回 開催日 曜日 時　間 講　座　内　容 講　　師 場　所

開講式・オリエンテ－ション －

土壌分析結果に基づく土づくりと肥培管理 琉球肥料株式会社

農業経営のポイント 普及指導員

青色申告について 沖縄中部青色申告会

3 6月25日 木 13:30～15:00 農産物流通と出荷・販売戦略について 株式会社ﾌｧｰﾏｰｽ・ﾞﾌｫﾚｽﾄ 普及センター

農地の確保方法について 沖縄県農業振興公社

新規就農者への支援制度 普及指導員

5 7月9日 木 13:30～16:30 土づくり・施肥設計個別相談（1人30分） 琉球肥料株式会社 普及センター

6 7月30日 木 13:30～15:00 病害虫防除と農薬使用の基礎知識 第一農薬株式会社 普及センター

7 8月6日 木 13:30～16:30 農業士圃場視察交流 中部農業士会 中部管内

8 8月13日 木 13:30～16:00 農業機械の安全な使い方 農業機械士協議会中部支部 読谷村（予定）

農産物加工・販売、農業体験について 普及指導員

農福連携(障害者雇用）の事例について 中部地区農業青年クラブ

閉講式 －

10 1月14日 木 13:30～16:30 農業士圃場視察交流 中部農業士会 中部管内

1 6月4日 木 普及センター13:30～15:30

9 8月27日 木 普及センター13:30～15:00

4 7月2日 木 普及センター

2 6月18日 木 普及センター13:30～15:00

13:30～15:00

回 開催日 曜日 時　間 講　座　内　容 講　師 場　所

11 6月9日 火 13:30～16:00 パッションフルーツ栽培 普及指導員 北中城村

12 6月16日 火 13:30～15：00 観葉・鉢物栽培 青年農業士 普及センター

13 7月7日 火 13:30～15：00 マンゴー栽培 普及指導員 普及センター

14 7月14日 火 13:30～15：00 サトウキビ栽培 普及指導員 普及センター

15 7月21日 火 13:30～15：00 肉用牛繁殖 普及指導員 普及センター

16 7月28日 火 13:30～15：00 キク栽培 普及指導員 普及センター

17 8月4日 火 13:30～15：00 ゴ－ヤ－栽培 普及指導員 普及センター

18 8月11日 火 13:30～15：00 オクラ栽培 普及指導員 普及センター

19 8月18日 火 13:30～15：00 サヤインゲン栽培 普及指導員 普及センター

 

（１）受講対象者：就農５年未満の新規就農者または就農希望者 

（２）申込み期間：令和２年５月１日（金）～ 令和２年５月２９日（金） 

（３）申込み方法：①市町村農林水産担当課または普及センターで申込書を記入し提出 

       ②沖縄県農林水産部中部農業改良普及センターホームページで 

       申込書を入手し指定するメールアドレスまたはＦＡＸに送信 

（４）問い合わせ先：中部農業改良普及センター（担当:新城）TEL:098–894- 6521 

（５）主    催：中部地区農でグッジョブ推進会議 
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外来の害虫「ツマジロクサヨトウ」が県内の広範囲で発生しており、スイートコー

ンやサトウキビ、ソルゴーなどで確認されています。被害が拡大する前に早期発

見・早期防除をお願いします。 

 

 
 

頭部に淡色の逆 Y 字状の模様がある。尾部に黒色の斑点がある。 
 

  

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

スイートコーンで使用できる農薬の一例（令和２年４月現在） 

 
その他作物については、農林水産省のホームページをご参照下さい。 
 

【 問い合わせ先 】 

●中部農業改良普及センター    TEL：894-6521 

●沖縄県病害虫防除技術センター TEL：886-3880    （ 農業技術班 野原 正司 ） 

 

 
 

商品名 使用方法 使用時期 希釈倍率 散布液量
本剤の

使用回数

プレバソンフロアブル５ 散布 収穫前日まで 2000倍 100～300ℓ/10a 3回以内

フェニックス顆粒水和剤 散布 収穫前日まで
2000

～4000倍
100～300ℓ/10a 2回以内

デルフィン顆粒水和剤 散布 収穫前日まで 1000倍 100～300ℓ/10a -

幼虫の特徴 

黒い斑点 逆 Y 字状模様 

被害状況 

 

成長した幼虫は、体長約 4ｃｍ 

写真提供：病害虫防除技術センター、宮古農林水産振興センター 農業改良普及課 

葉鞘内の多量の糞 食害された葉 雄花を食害する幼虫 
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うるま市・沖縄市の養豚農場で発生した豚熱（ＣＳＦ）に関し、 

４月 14日（火）をもって、移動制限区域を解除しました。 
 

～ 経 緯 ～ 
（１）令和２年１月８日(水）： 

うるま市の養豚農場において県内１例目となるＣＳＦが発生したため、移動制限区域

（発生農場の半径３km以内の区域）及び搬出制限区域（発生農場の半径３kmから 10 

kmまでの区域）を設定。同様にうるま市及び沖縄市の養豚農場における県内２～７例 

目となるＣＳＦの発生にあたって、それぞれ移動制限区域及び搬出制限区域を設定｡ 

（２）３月１５日(日）： 

発生農場で飼養されている豚の殺処分並びに死体の埋却、汚染物品の処理及び畜舎の

消毒を完了し、防疫措置を完了。 

（３）４月１４日(火）： 

７例目農場の防疫措置完了から 28日が経過していること､１～７例目の移動制限区域

内農場で清浄性確認検査を実施、陰性が確認されたことから、移動制限区域を解除。 
  

～ 畜産農家 の みなさまへ ～ 
 

・ＣＳＦは、豚やイノシシへの強い伝染力が特徴です。畜産農家の方は、飼養衛生管理を徹

底いただくと共に、早期発見のために毎日しっかり観察していただくようお願いします。 
 

・ＣＳＦは、特徴的な症状がなく、気がつきにくい疾病です。発熱、食欲不振、元気消失

等、うずくまり、便秘に継ぐ下痢、呼吸障害等、異常を発見したら、直ちに家畜保健衛生

所へ連絡していただくようお願いします。 

 

山城
やましろ

 麻
ま

希
き

（野菜） 

農業研究センターより異動し

てきました。野菜を担当しま

す。普及センターでの勤務は

初めてで、わからない部分が

多いですが、少しでもお役に

立てるように頑張ります。 

高
たか

江
え

洲
す

 千沙
かずさ

（畜産） 

畜産課から異動してきま

した。入庁してから初め

ての異動となります。今

年度から農業技術班で畜

産を担当することとなり

ました。現場での業務は

初めてですので、ご迷惑

をおかけすることもある

と思いますが、一生懸命 

頑張ります。 

川満
かわみつ

 雅子
まさこ

（地域営農） 

南部農林土木事務所から異

動してきました。今年度よ

り普及企画班で地域営農を

担当することになりまし

た。普及業務は 9年ぶりに

なりますが、また現場で仕

事ができることをうれしく

思っています。フレッシュ

ではありませんが(笑)、新

鮮な気持ちで頑張りたいと  

思います。 

 

（ 農業技術班 高江洲 千沙 ） 


